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図 3. シェアハウス内観パース 




図 4. 保育所内観パース 
図 5. 高齢者住戸内観パース 









Type  C）シルバーハウジング＋デイケアセンター 
 高齢化の進む郊外団地において、高齢者の
ケア・介護は必須である。しかし、エレベー
ターが無い、狭い廊下が続くという現状は彼
らにとって、非常に負担のかかる日常生活で
ある。それ故、日常においてもそれらの要素
が交流や会話の妨げていると言っても過言で
はない。そこで、高齢者が快適に安全に生活
を送れるように、若者の介護のもとで余生を
豊かに過ごせるように、ユニバーサルデザイ
ンを考える。 
 既存の内壁、バルコニーを解体し、新たにゆとりのある広々としたテラスを挿入する。
公私を分けられた南北のテラスは個人用として、また様々な人々が行き交うコモンテラス
として機能する。また、お年寄りの負担を考慮してテラス側にエレベーターを設け、動線
をスムーズにした。（図 5） 
 
4：まとめ 
 本研究において、既存建築物における空間再編成の視点から、団地再生モデルを提案し
た。現在、日本では団地再生において、敷地を更地にして新たに新築する建替え方式、そ
して、住戸単位で小空間のリノベーションを行う小規模リノベーション方式の２種類が主
に行われている。しかし、既存建築物を活かし、まちづくりをビジョンとして取り組まれ
た計画はまだ前例がない。老朽化が進んだ団地を忌避的な存在である認識されている今日
において、その誤解を解く方法が必要であると考える。今回の提案は、団地の特徴や魅力
という要素やポテンシャルを十分に引き出し、まちづくりの視点から老若男女の様々な住
人が豊かな生活・活動が送れるように創意工夫を行った。木質団地と呼ばれる団地再生モ
デルのように街のシンボルとして、人々に愛され、街の記憶が継承されていくことが真の
団地再生といえるのではないだろうか。 
